
手術室における
同時通話インカム
の活用

クリアな音声で即時情報共有、

次世代トランシーバー 「DJ-R531」のご提案



■インカム活用のメリット

①：業務効率の向上
• 物品・薬剤の追加依頼が迅速かつ正確に伝達

• 手術進行状況のリアルタイム共有による次の手術準備の最適化

②：チーム連携の強化

• 多職種間のコミュニケーション円滑化

• 新人スタッフへの術中教育・指示出しの効率化

③：安全性の向上

• 緊急時（心停止・大量出血等）の即時応援要請が可能

• ダブルチェック・タイムアウト確認の漏れ防止



■インカムに必要な要素
① 低遅延

→音声が遅延すると施術に大きな影響を及ぼす可能性があります。

② 混信リスクの回避

→手術室内では、無線LANなど様々な周波数の電波が飛び交います。

各種機器と混信リスクの低いインカムが必要です。

③ 複数人同時通話

→複数にが一斉に通話できることでより効率的に、

より安全に作業することができます。

④ ワイヤレス

→従来のインカムのようにイヤホンケーブルがあると

作業の邪魔になり、引っかけてしまうリスクもあります。

⑤ 高音質

→聞き取りやすい音声での通信環境が必要です。



① 1.9GHz帯 DECT方式を採用
★音声遅延はほとんど無し。

★1.9GHz帯を使用するため、2.4GHz帯機器などへの混信リスクは低減。

★最多９人で同時通話が可能。

② Bluetoothオプションに対応。
★完全ワイヤレス、耳を塞がない骨伝導ヘッドセットも使用可能。

★従来のようなタイピンマイク方式のワイヤレスイヤホンマイクもラインナップ。

③高性能ノイズキャンセル搭載
★声以外の音をシャットアウトすることでストレスフリーな通信が可能。

■CROSS 9【DJ-R531】のご提案

親機:DJ-R531P 子機:DJ-R531

■その他の特徴
約20時間の長時間運用
通信距離約50ｍ程度

■選べるワイヤレスイヤホン
・骨伝導ヘッドセット

【OPEN RUN】

・ワイヤレスイヤホンマイク

【EME80BMA 】



こんな使い方もおススメです。

トランシーバー本体は棚に置いたまま、

ワイヤレスイヤホンのみ装着でOKです！
重たい無線機を持ったままの施術はしんどい、、、

ワイヤレス

イヤホンマイク

を使用すれば

■注意点

トランシーバー本体１台につき、ワイヤレスイヤホンは１台までしかペアリング(使用)できません。
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